
発　行　者

佐　藤　　均
広島市中区広瀬北町９番１号
郵便番号　７３０ー８６３１

電話　０８２ー２９３ー１５１１番
振替口座０１３８０ー２ー２７５１１
URL  http://www.kanhokyo.or.jp/

環境づ
くり・健康

づくりのコミュニティ情報紙
昭和４０年４月５日第三種郵便物認可

（旧「公衆衛生」）

  発行：奇数月１日
　会員購読料：１月１０円(年間６０円)

　一般購読は別途送料

第602号（通算）

２０１８年１１月１日発行

一般財団法人 ～みんなの生命（いのち）をまもりたい～

～みんなの生命（いのち）をまもりたい～基本
理念

　

こ
の
夏
は
各
地
で
猛
暑

日
が
続
き
、
7
月
23
日
に

は
埼
玉
県
熊
谷
で
41
・
1

℃
を
観
測
し
、
国
内
最
高

気
温
を
更
新
し
ま
し
た
。

「
命
に
関
わ
る
危
険
な
暑

さ
！
」
と
形
容
さ
れ
、
熱

中
症
に
よ
る
搬
送
者
数
も

過
去
最
高
を
記
録
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
中
国
地
方

の
夏
（
6
〜
8
月
）
の
平

均
気
温
平
年
差
は
、＋
1
・

3
℃
と
、
平
年
よ
り
か
な

り
高
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
今
の
若
い
者
は
！
昔
は

夏
も
エ
ア
コ
ン
な
し
で
過
ご

し
た
も
ん
だ
！
」
な
ど
の
言

葉
を
聞
く
事
が
あ
り
ま
す

が
、
昔
の
若
者
が
体
験
し

た
気
温
と
、
今
の
若
者
が

体
験
し
て
い
る
気
温
を
比

較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
象

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
ら
広
島
の

気
温
を
取
得
し
、
7
月
と

8
月
の
猛
暑
日
と
熱
帯
夜

の
日
数
を
最
近
の
5
年
間

と
昔
の
若
者
の
頃
と
し
て

約
40
年
前
の
5
年
間
を
比

較
し
た
も
の
が
（
表
1
）

で
す
。

　

最
高
気
温
が
35
℃
を
超

え
た
猛
暑
日
は
、
今
の
若

者
が
1
年
に
平
均
10
日
以

上
経
験
す
る
の
に
対
し
て
、

昔
は
経
験
が
な
く
、
最
低

気
温
が
25
℃
以
上
の
熱
帯

夜
は
今
の
若
者
が
2
日
に

1
日
な
の
に
対
し
て
、
昔
の

若
者
は
夏
の
間
に
数
日
程

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
今
年
は
と
り
わ
け
多
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昔
な
ら
扇
風
機
一つ
あ
れ
ば

過
ご
せ
た
レ
ベ
ル
の
暑
さ
で

す
が
、
今
は
命
に
関
わ
る

暑
さ
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

さ
て
、
次
に
今
年
の
冬

の
見
通
し
で
す
が
、
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
が
秋
に
は
発
生

し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
し
て
い
ま
す
。
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
現
象
が
発
生
す
る
と
、

平
年
に
比
べ
て
日
本
付
近
で

は
寒
気
の
南
下
が
弱
く
、

南
か
ら
の
暖
か
い
空
気
に

覆
わ
れ
や
す
い
た
め
、
暖

か
い
冬
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
今
年
予

想
さ
れ
る
海
洋
と
大
気
の

特
徴
（
図
１
）
に
も
そ
の

傾
向
が
現
れ
て
お
り
、
気

温
は
高
く
、
降
雪
量
は
少

な
い
見
込
み
で
す
。
し
か

し
、
暖
冬
の
年
で
も
一
時
的

に
強
い
寒
気
が
南
下
す
る

こ
と
も
あ
り
、
2
年
前
に

広
島
市
内
で
19
㌢
の
積
雪

を
観
測
し
た
年
は
暖
冬
で

し
た
。
常
に
最
新
の
週
間

天
気
予
報
や
気
象
情
報
な

ど
を
利
用
し
、
慌
て
ず
余

裕
を
持
っ
て
暑
さ
寒
さ
に
備

え
た
い
も
の
で
す
。

(

広
島
地
方
気
象
台 

予
報
官　

石
津 

均)

　
「
事
業
」
と
言
う
も
の
は
、

人
の
少
な
い
地
域
に
は
経
営

上
の
理
由
か
ら
展
開
し
て
い

ま
せ
ん
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
の
場
合
も
同
じ
で
す
。
そ

う
し
た
地
域
の
方
々
は
ジ
ム
に
行
き
た
く

て
も
近
場
に
な
く
、
通
う
場
合
は
遠
方
と

な
り
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
▼
そ
れ
な

ら
、
そ
の
場
所
に
出
向
き
ジ
ム
を
設
置
す

れ
ば
良
い
の
で
は
と
考
え
た
の
が
「
キ
ャ
ラ

バ
ン 

フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
」
で

す
。
広
島
県

環
境
保
健
協

会
が
行
っ
て
い
る
出
張
型
ジ
ム
事
業
「
キ
ャ

ラ
バ
ン
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」
は
、
広
島
が
発
祥

の
地
で
す
。
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
が

「
有
酸
素
と
筋
力
運
動
を
30
秒
毎
に
交
互

に
移
動
し
て
行
く
サ
ー
キ
ッ
ト
運
動
」
で

す
。
中
高
齢
者
に
も
負
担
が
少
な
く
、
短

期
間
で
劇
的
な
効
果
が
あ
り
、
気
分
が
爽

や
か
に
な
る
運
動
で
す
。
有
酸
素
運
動
で

心
肺
機
能
が
良
く
な
り
、
体
力
が
つ
き
、

筋
力
運
動
で
筋
肉
や
関
節
の
衰
え
を
防
ぎ
、

若
さ
を
保
つ
。
柔
軟
運
動
に
も
な
る
の
で
、

筋
肉
の
緊
張
も
柔
ら
ぎ
血
流
も
良
く
な
り

ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防
、
膝
関
節
痛
や
バ
ラ

ン
ス
向
上
な
ど
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
▼
自

分
を
健
康
に
で
き
る
の
は
、
自
分
だ
け
で

す
。
し
か
し
、
運
動
が
で
き
る
環
境
が
な

け
れ
ば
運
動
は
し
ま
せ
ん
。
人
の
少
な
い

地
域
に
出
向
き
ジ
ム
を
開
設
す
る
こ
と
で
、

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
ま
た
地
元
だ
か
ら
気

楽
に
通
え
、
運
動
を
す
る
機
会
が
増
え
ま

す
。
参
加
す

る
方
々
の
健

康
と
元
気
に

貢
献
し
、
ひ

い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
運
動
を
す
る
事
で

健
康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
予
防
、
地
域
活

性
化
に
も
貢
献
で
き
ま
す
▼
県
民
の
健
康

づ
く
り
の
場
を
積
極
的
に
提
供
し
た
い
と

想
う
共
感
者
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ま
す
ま
す
増
え
、
広
島
県

民
の
幸
せ
と
健
康
に
役
立
つ
こ
と
を
切
に

望
ん
で
お
り
ま
す
。

（
キ
ャ
ラ
バ
ン 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
® 

考
案
者      

                               

J
. 

ア
ラ
イ
）

運
動
す
る
機
会
を
届
け
る

広島の日数（7月･8月）猛暑日 熱帯夜

約 40 年前

近年

今年

1974-1978 年
（５年平均）
2014-2018 年
（５年平均）
2018 年

表 1
0 30

（0.0） （6.0）
56

（11.2）
28

171
（34.2）
45

広島県の

気
象

①夏の振り返りと冬の見通し

夏は命に関わる危険な暑さ夏は命に関わる危険な暑さ夏は命に関わる危険な暑さ夏は命に関わる危険な暑さ
冬は暖かく降雪量少ない見込み冬は暖かく降雪量少ない見込み冬は暖かく降雪量少ない見込み冬は暖かく降雪量少ない見込み

全球で大気全体の温度が高い

北からの寒気の流れ込みは北
日本付近ではほぼ平年並の一
方、東日本以西では弱い

上空の偏西風は大陸では
平年より南を流れる

アリューシャン
低気圧がやや強い

赤道
ベンガル湾～南シナ海で
は積乱雲の発生が少ない

上空の編成風は日
本付近で北に蛇行

海面水温が
平年より高い熱帯域ではニューギ

ニアの北～太平洋
中部で積乱雲の発
生が多い

平年の偏西風

上空の偏西風

図 1

　当協会と公衛協が実施する
「環境と健康のポスター・標
語コンクール事業」は 11 年
目を迎えました。今年は、
23 公衛協の協力を得て、小
学校 214 校、中学校 61 校
から、昨年度より約 3,000
点多い、37,322 点の応募
がありました。
　9 月に各公衛協で実施した 1 次
選考で 696 点が選ばれ、当協会
で 10 月 15 日に開催した「平成
30 年度環境と健康のポスター・
標語コンクール選考委員会」で優

秀作品110点（ポスター51点・
標語 59 点）が選ばれました。選
考会では、10 人の選考委員が、
芸術性、個性などの視点で厳正に
選考を行いました。
　入選作品は 11 月 16 日に東広
島市の黒瀬生涯学習センターで開
催する第 59 回広島県公衆衛生大
会で展示し、入賞者には賞状、トロ
フィー、副賞が贈呈されます。また、
公衛協行事での掲示、広報への掲
載、クリアファイルやボールペンな
どの啓発グッズに活用されます。

環境と健康のポスター・標語コンクール
小・中学生から３万７千点の応募

標語作品を選考する委員

ポスター作品を選考する委員
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◇
今
年
度
の
１
万
人
の
食

チ
ェ
ッ
ク
事
業
◇

　

摂
取
し
た
食
品
を
記
録

し
た
カ
ー
ド
は
、
昨
年
度

よ
り
2
8
2
枚
増
の
3
千

7
8
4
枚
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
記
録
の
分
析

結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、①
全
県

で
実
践
率
50
％
、②
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
組
み
合
わ

せ
た
食
事
を
1
日
2
回
以

上
、
ほ
ぼ
毎
日
食
べ
て
い

る
人
の
割
合
を
70
％
以
上

（
以
下
、「
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
食
事
」
と
す
る
。）
の

２
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
実
践
率
50
％
を
達

成
し
た
公
衛
協
は
、
全
26

公
衛
協
中
13
公
衛
協
で
、

昨
年
度
の
11
公
衛
協
か
ら

2
公
衛
協
増
加
し
、
全
県

の
実
践
率
は
41
・
７
％
で

昨
年
度
の
実
践
率
38
・
3

％
と
比
較
す
る
と
3
・
４

ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し

た
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
取
っ
て
い
る
人
の
割
合

は
62
・
4
％
で
、
昨
年
度

よ
り
0
・
1
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

平
成
29
年
度
広
島
県
県

民
健
康
意
識
調
査
の
60
・

0
％
や
、
全
国
調
査
の

58
・
1
％
よ
り
も
高
く
、

推
進
委
員
の
皆
さ
ん
は
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を

摂
取
し
て
お
ら
れ
、
健
康

に
対
す
る
意
識
が
高
い
と

言
え
ま
す
。

◇
主
食
◇

　

夕
食
の
欠
食
が
目
立
つ

　

週
に
1
回
以
上
主
食
を

欠
食
し
た
と
回
答
し
た
人

は
朝
食
4
3
6
人
、
昼
食

5
6
8
人
、
夕
食
1
千

0
7
5
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
飲
酒
と
の
関
連
は
今

回
の
調
査
で
は
不
明
で
す

が
、
夕
食
で
控
え
て
い
る

人
の
割
合
が
高
い
と
い
う

結
果
で
し
た
。

　

朝
食
を
1
日
以
上
欠

食
さ
れ
た
方
は
2
5
7
人

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

朝
食
の
欠
食
は
、
肥
満
や

高
血
圧
な
ど
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
朝
食
を
摂
取
す
る
こ

と
に
よ
り
１
日
の
食
生
活

の
リ
ズ
ム
及
び
栄
養
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
朝
食
を
と

る
た
め
早
起
き
を
心
が
け

た
り
、
前
日
の
夕
食
を
遅

い
時
間
に
取
ら
な
い
よ
う

に
す
る
と
、
朝
食
を
お
い

し
く
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
主
菜
◇

　

肉
を
食
べ
る
頻
度
が
高

い
傾
向

　

肉
を
毎
日
食
べ
る
人
は

1
千
4
1
5
人
（
37
・

4
％
）、
魚
は
7
3
4
人

（
19
・
4
％
）
で
、
肉
を

食
べ
る
頻
度
が
高
い
傾
向

が
前
年
度
に
引
き
続
き
伺

え
ま
し
た
。
も
う
少
し
魚

を
意
識
し
て
食
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

肉
も
魚
も
タ
ン
パ
ク
質

の
重
要
な
供
給
源
で
す
。

肉
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝

に
重
要
な
ビ
タ
ミ
ン
B
群

や
鉄
分
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な

ど
が
多
く
含
ま
れ
、
過
剰

摂
取
は
動
脈
硬
化
や
脂
質

異
常
症
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
が
、
栄
養
価
が
高
く

必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
含
ま
れ
て
い
る
食

品
で
す
。

　

魚
に
は
他
の
食
品
に
は

ほ
と
ん
ど
な
い
エ
イ
コ
サ

ペ
ン
タ
エ
ン
酸
（
E
P
A
）

や
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸

（
D
H
A
）
な
ど
抗
血
栓

作
用
や
血
中
脂
質
低
下
作

用
を
も
つ
脂
質
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。

◇
副
菜
◇

　

野
菜
を
食
べ
な
い
日
が

あ
る
人
１
割
弱

　

野
菜
を
毎
日
食
べ
る
人

は
3
千
4
1
5
人
（
90
・

2
％
）で
、そ
の
う
ち
、「
毎

食
」
野
菜
を
食
べ
て
い
る

人
は
7
6
5
人
（
20
・
2

％
）
で
5
人
に
1
人
で
し

た
。
一
方
、
1
割
弱
の
人

が
野
菜
を
食
べ
な
い
日
が

あ
る
と
い
う
結
果
で
、
野

菜
不
足
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

野
菜
の
摂
取
は
、
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の

不
足
し
が
ち
な
栄
養
素
を

補
い
、
循
環
器
疾
患
や
糖

尿
病
な
ど
の
予
防
に
効
果

的
に
働
く
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
き
の
こ
、

い
も
、
海
そ
う
を
食
べ
る

回
数
が
少
な
い
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

も
傾
向
は
同
様
で
、
各
食

材
と
も
10
％
程
度
の
方
が

チ
ェ
ッ
ク
期
間
中
一
度
も
食

べ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

き
の
こ
は
食
物
繊
維
が

豊
富
な
食
品
で
す
。
便
通

の
改
善
と
体
内
の
有
害
物

質
を
絡
め
取
り
体
外
に
排

出
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

　

い
も
類
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

は
、
で
ん
ぷ
ん
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
い
る
た
め
、
他

の
野
菜
と
比
較
し
て
加
熱

調
理
を
し
て
も
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
が
壊
れ
に
く
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

海
そ
う
は
、
陸
上
の
植

物
か
ら
は
得
に
く
い
海
の

栄
養
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん

で
い
ま
す
。

◇
そ
の
他
◇

　
「
愛
情
の
１
品
」
を
毎

日
取
る
人
が
増
加

　

昨
年
度
、
２
割
程
度
の

方
が
牛
乳
・
乳
製
品
や
果

物
を
ほ
と
ん
ど
食
べ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、「
愛

情
の
1
品
」
と
し
て
毎
日

の
摂
取
を
お
勧
め
し
ま
し

た
。
今
年
度
、
牛
乳
・

乳
製
品
を
毎
日
摂
取
し
て

い
る
人
は
2
千
1
0
4
人

（
55
・
6
％
）、
果
物
は
1

千
6
4
3
人
（
43
・
4
％
）

で
、
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い

（
週
に
0
〜
1
日
）
と
回

答
し
た
人
が
牛
乳
・
乳
製

品
は
3
7
6
人
（
9
・
9

％
）、
果
物
は
5
3
6
人

（
14
・
2
％
）
で
、
昨
年

度
と
比
較
す
る
と
毎
日
食

べ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
や
乳
糖
不

耐
症
な
ど
も
あ
る
の
で

1
0
0
％
は
無
理
で
す

が
、
毎
日
摂
取
す
る
人
の

割
合
が
増
え
る
と
い
い
と

思
い
ま
す
。
過
食
は
禁
物

で
す
の
で
適
量
を
摂
取
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

主
食
・
主
菜
・
副
菜

を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
の

回
数
を
増
や
す
た
め
に
、

調
理
済
み
加
工
食
品
な
ど

の
中
食
を
利
用
す
る
際

は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏

り
、
塩
分
の
過
剰
摂
取
、

野
菜
不
足
な
ど
に
気
を
つ

け
て
、
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
主
食
・
主
菜
・

副
菜
の
適
量
を
上
手
に
組

み
合
わ
せ
る
事
で
、
誰
で

も
簡
単
に
「
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
」
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
か
ら

得
ら
れ
た
情
報
を
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
食

生
活
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
食
生
活

に
目
を
向
け
て
健
康
長
寿

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

● １万人の食チェック事業実践率一覧 ● （最終結果）
公衛協名
府中町
海田町
熊野町
坂町
江田島市
竹原市
大崎上島町
大竹市
廿日市市
廿日市市大野
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市宮島

全委員数
90人
90人
32人
23人
161人
86人
48人
71人
307人
662人
23人
23人
44人

№
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

№
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

公衛協名
安芸太田町
北広島町
安芸高田市
東広島市
三原市
世羅町
尾道市
福山市
府中市
神石高原町
三次市
庄原市
呉市
合計 

実践者数
56人
41人
25人
23人
95人
73人
40人
40人
210人
355人
15人
0人
0人

実践率
62.2％
45.6％
78.1％
100％
59.0％
84.9％
83.3％
56.3％
68.4％
53.6％
65.2％
0％
0％

全委員数 
48人
405人
256人
1,024人
380人
336人
354人
1,220人
681人
30人
450人
340人
1,890人
9,074人

実践者数
27人
120人
39人
397人
90人
37人
100人
764人
108人
0人
95人
172人
862人
3,784人

実践率
56.3％
29.6％
15.2％
38.8％
23.7％
11.0％
28.2％
62.6％
15.9％
0％

21.1％
50.6％
45.6％
41.7％

出典：食育に関する意識調査報告書 ( 平成 30 年３月農林水産省　消費安全局 )

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

平成 29 年度

平成 30 年度

ほぼ毎日
62.5％

0 20 40 60 80 100

全国調査
ほとんど
ない
7.7％

ほとんど
ない
7.7％

週に 2～ 3日
16.3％

週に 2～ 3日
16.3％

週に 4～ 5日
17.6％

週に 4～ 5日
17.6％

週に 4～ 5日
17.6％

ほぼ毎日
58.1％

ほぼ毎日
62.4％

週に 4～ 5日
17.6％

週に 4～ 5日
17.6％

週に 4～ 5日
18.4％

週に 4～ 5日
18.4％

週に
2～ 3日
10.4％

週に
2～ 3日
10.4％

週に
2～ 3日
9.8％

週に
2～ 3日
9.8％

ほとんど
ない
10.1％

ほとんど
ない
10.1％

ほとんど
ない
8.7％

ほとんど
ない
8.7％

１万人の食チェック事業報告１万人の食チェック事業報告１万人の食チェック事業報告１万人の食チェック事業報告

「
愛
情
の
１
品
」摂
取
増
加　
　

「
愛
情
の
１
品
」摂
取
増
加　
　

「
愛
情
の
１
品
」摂
取
増
加　
　

「
愛
情
の
１
品
」摂
取
増
加　
　

1,722 人1,722 人1,722 人

641 人641 人641 人

● バランスのよい食事を取った日数とその人数 ●
（今年度の結果）

● バランスのよい食事を取った日数とその人数 ●
（昨年度の結果及び全国との比較）

0 500500 10001000 15001500 20002000 25002500 30003000 35003500
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5日5日
4日4日
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0日0日
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7 日7 日
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5日5日
4日4日
3日3日
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1日1日
0日0日

人

0 500500 10001000 15001500 20002000

7 日7 日
6日6日
5日5日
4日4日
3日3日
2日2日
1日1日
0日0日

人

● 「野菜」を食べた人数 (日数別 ) ●

● 「牛乳・乳製品」を食べた人数 (日数別 ) ●

● 「果物」を食べた人数 (日数別 ) ●

％

％

３
千
７
８
４
枚
の
カ
ー
ド
が
集
ま
る　
　

３
千
７
８
４
枚
の
カ
ー
ド
が
集
ま
る　
　

３
千
７
８
４
枚
の
カ
ー
ド
が
集
ま
る　
　

３
千
７
８
４
枚
の
カ
ー
ド
が
集
ま
る　
　

399 人399 人399 人

300 人300 人300 人

223 人223 人223 人

170 人170 人170 人
152 人152 人152 人
177 人177 人177 人
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私
た
ち
は
毎
日
の
暮
ら

し
で
大
気
中
に
Ｃ
Ｏ２
（
二

酸
化
炭
素
）
を
排
出
し
、

大
気
中
の
Ｃ
Ｏ２
濃
度
の
上

昇
に
よ
り
地
球
が
温
暖
化

し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖

化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
問
題
意

識
を
持
っ
て
省
エ
ネ
を
実

践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

環
境
省
は
、「
未
来
の

た
め
に
、
今
選
ぼ
う
」
と

国
民
運
動
と
し
て
『
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
ク

ー
ル
チ
ョ
イ
ス
）』
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
「
賢

い
選
択
」
と
訳
し
、
国
民
一

人
ひ
と
り
が
日
々
の
生
活

の
中
で
環
境
に
配
慮
し
た

モ
ノ
・
コ
ト
を
選
ぶ
こ
と

で
、Ｃ
Ｏ２
排
出
量
を
削
減
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
冬
の
家
庭
の

暖
房
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｌ　

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
暖

房
器
具
を
上
手
に
利
用
す

る
こ
と
で
、
無
駄
な
く
快

適
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
用
途
別
に
暖
房

機
器
の
使
い
方
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

 

エ
ア
コ
ン
、
ガ
ス
・
石
油

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

　

エ
ア
コ
ン
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
は
、
部
屋
全
体
を
温

め
ら
れ
る
暖
房
器
具
で
す
。

ま
ず
、
温
め
た
空
気
が
ど

こ
か
ら
逃
げ
る
の
か
を
知

り
ま
し
ょ
う
。
右
図
の
と

お
り
、
窓
や
壁
、
床
な
ど

か
ら
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

特
に
窓
か
ら
の
放
熱
が
大

き
い
の
で
、
遮
熱
シ
ー
ト

や
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
利
用

し
窓
か
ら
熱
が
逃
げ
に
く

く
す
る
工
夫
を
行
な
う
と

快
適
な
生
活
と
省
エ
ネ
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

適
度
な
湿
度
を
保
つ
こ

と
も
大
切
で
す
。
湿
度
が

低
い
と
寒
く
感
じ
、
高
い

と
暖
か
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

感
染
症
対
策
も
兼
ね
て
、

加
湿
器
や
ぬ
れ
タ
オ
ル
な

ど
を
利
用
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

エ
ア
コ
ン
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
性
能
を
充
分
に
活

用
す
る
に
は
、
し
っ
か
り

フ
ィ
ル
タ
ー
の
手
入
れ
を

し
ま
し
ょ
う
。
掃
除
機
で

ほ
こ
り
を
吸
い
取
り
、
ぬ

る
ま
湯
で
洗
っ
て
か
ら
、

し
っ
か
り
乾
か
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
室
温
は
急
に

は
下
が
り
ま
せ
ん
の
で
、

外
出
や
就
寝
の
15
分
く
ら

い
前
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

と
い
う
省
エ
ネ
も
あ
り
ま

す
。

　

エ
ア
コ
ン
が
故
障
し
て

買
い
替
え
る
と
き
に
は
、

省
エ
ネ
基
準
達
成
率
を
参

考
に
し
ま
し
ょ
う
。
ラ
ベ

ル
の
星
の
数
が
多
い
製
品

を
選
ぶ
と
省
エ
ネ
に
な
り

ま
す
。

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
電
気

こ
た
つ
、
床
暖
房
（
部
分

暖
房
）

　

電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
こ

た
つ
は
、
床
に
じ
か
に
敷

く
と
、
熱
が
床
に
逃
げ
て

暖
房
効
率
が
下
が
り
ま

す
。
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ラ
グ

の
下
に
断
熱
シ
ー
ト
な
ど

を
敷
き
ま
し
ょ
う
。
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
は
、
人
の
い
な

い
部
分
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を

持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。

積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
上
半
身
を
あ

た
た
め
る
こ
と
に
は
不
向

き
で
す
の
で
、
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
な
ど
を
1
枚
多
め
に

着
ま
し
ょ
う
。
あ
た
た
か

い
新
素
材
の
下
着
や
靴
下

な
ど
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
や
エ
ア
コ
ン
な

ど
、
他
の
暖
房
機
器
と
併

用
す
る
場
合
は
、
温
度
設

定
を
控
え
め
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

床
暖
房
は
運
転
を
ス
ト

ッ
プ
し
て
も
す
ぐ
に
冷
め

る
こ
と
は
な
く
、
暖
か
さ

が
持
続
し
ま
す
。
就
寝
や

外
出
の
約
30
分
前
に
ス
イ

ッ
チ
を
切
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
タ
イ
マ
ー
を
使

え
ば
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
カ
ー
ペ
ッ
ト

や
ラ
グ
マ
ッ
ト
な
ど
を
使

わ
な
い
方
が
効
果
的
で
す
。

床
暖
房
の
あ
る
部
屋
に
ベ

ッ
ド
を
置
く
場
合
は
、
ベ
ッ

ド
の
下
に
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
日
々
の
生
活

の
中
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が

る
選
択
肢
は
無
数
に
あ
り

ま
す
。
今
一
度
、
生
活
の
中

の
無
駄
の
点
検
を
行
な
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｍ
Ａ
Ｔ

Ｅ
ひ
ろ
し
ま
は
電
気
使
用

量
で
省
エ
ネ
を
見
え
る
化

す
る
「
光
熱
費
節
約
大
作

戦
！
」
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

　

中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
と
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
職
員

が
計
70
人
参
集
し
、
９
月

６
日
・
７
日
、
高
知
市
の

こ
う
ち
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
ソ
ー
レ
」
で
合

同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、「
維
新
ぜ
よ
！

中
国
・
四
国
地
域
の
温
暖

化
防
止
活
動
」
を
テ
ー
マ

に
、
自
分
が
な
り
た
い
推

進
員
像
に
近
づ
く
た
め
の

ス
テ
ッ
プ
を
明
確
に
し
「
行

政
」「
学
校
」「
企
業
」「
地

域
」
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
活
動
に
つ
い
て
、
事

例
発
表
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
を
通
じ
て
学
び
合

い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
講
演
は
、
島

根
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン

タ
ー
長
の
葭
矢
崇
司
さ
ん

が
『
地
球
は
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
の
？
』
〜
地
球
環

境
問
題
を
解
決
す
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
探
る
〜
と
題

し
て
、
節
制
や
我
慢
と
結

び
つ
い
た
啓
発
活
動
を
刷

新
し
、
電
力
消
費
が
少
な

く
寿
命
が
長
い
製
品
を
利

用
す
る
、
家
は
断
熱
性
が

高
い
ほ
ど
健
康
に
良
い
な

ど
の
情
報
を
皆
で
共
有

し
、
温
暖
化
対
策
は
生
活

の
質
を
高
め
る
活
動
で
あ

る
こ
と
を
広
め
よ
う
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
広
島

県
の
信
濃
晋
介
さ
ん
が
病

院
や
福
祉
施
設
の
電
気
使

用
量
を
削
減
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
対
価
を
得
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
業
と
省
エ
ネ
を
結
び

つ
け
た
事
例
を
、
次
い
で
、

山
口
県
の
今
村
主
税
さ
ん

が
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
口
」

の
事
例
を
、
最
後
に
、
高

知
県
の
宮
地
亀
好
さ
ん
が

「
紙
す
き
体
験
学
習
」
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
自
の
得
意

技
を
活
か
し
た
活
動
を
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
企
画
書
を
作
成
し
、
12

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

企
画
書
の
実
施
に
向
け
た

課
題
の
解
決
策
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
討

議
を
受
け
て
修
正
し
た
企

画
書
は
、
参
加
者
全
員
で

楽
し
さ
や
実
現
可
能
性
、

継
続
性
な
ど
の
観
点
で
投

票
し
、「
四
国
の
海
の
中

を
見
て
み
よ
う
！
」
が
最

多
得
票
、「
災
害
に
対
す

る
適
応
策
〜
被
災
地
で
の

活
動
の
中
で
ク
ー
ル
チ
ョ

イ
ス
！
〜
」
が
次
点
と
な

り
ま
し
た
。

（ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

中国四国ブロック･地球温暖化防止活動推進員合同研修会

事例発表・グループワークでスキルアップ

維新ぜよ！中国・四国地域の温暖化防止活動

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
参
加
者

『
暖
房
』
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

『
暖
房
』
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

『
暖
房
』
の
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

無
駄
な
く
快
適
に
冬
を
過
ご
す
た
め
に

無
駄
な
く
快
適
に
冬
を
過
ご
す
た
め
に

無
駄
な
く
快
適
に
冬
を
過
ご
す
た
め
に

冬の暖房時に熱が逃げる割合の例

室温は20℃
　　　　を目安に！
必要なときだけ利用

タイマーを
　　　上手に使う

外出や就寝の

　15 分前に
スイッチオフ

厚手のカーテン
　　　を使用して
窓からの熱の
　　出入りを防ぐ

適度な

　湿度を保つ
買い替え
　　　　の際は
省エネ製品
　　　　を選ぶ

遮熱シートで
   床から熱が
逃げるのを防ぐ

必要な
   部分だけ
 温める

もう1 枚

上着を
　羽織る

 タイマーを
　　　上手に使い

切り忘れ防止

床暖房の場合は
カーペットやラグ
を使わない

 エアコン、ガス・石油ファンヒーター
のＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ例

電気カーペット、電気こたつ、床暖房
のＣＯＯＬ　ＣＨＯＩＣＥ例

出典：一般社団法人　日本建材・住宅設備産業協会 ホームページ
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10
月
2
日
に
市
民
参
画

セ
ン
タ
ー
で
、
福
山
市
公

衛
協
理
事
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
は
、

学
習
と
交
流
を
通
じ
て
、

各
学
区
が
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
を
共
有
し
、
活
発

な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
理

事
60
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

園
尾
会
長
は
、
今
年
度

の
募
金
は
8
月
時
点
で
昨

年
実
績
を
上
回
っ
た
こ
と
、

ポ
ス
タ
ー
標
語
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
標
語
の
参
加
学

校
が
増
え
、
作
品
数
が

1
2
6
％
上
昇
と
活
動
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
ふ
れ
、「
お
互
い
に
活
動

を
知
り
、
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
た
め
、
活
発
に

交
流
し
ま
し
ょ
う
。」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
部

構
成
で
、
前
半
に
「
近
年

の
気
象
災
害
と
気
象
変
動

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

福
山
市
環
境
総
務
課
清
水

課
長
が
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
豪
雨
災
害
の
福
山
市

の
被
害
に
ふ
れ
な
が
ら
、

気
候
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
や
、「
緩
和
」
だ

け
で
な
く
、
被
害
を
回
避
・

軽
減
す
る
「
適
応
」
の
取

り
組
み
も
必
要
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
ま
た
、
福
山
市
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て
も
触
れ
、

協
力
と
連
携
を
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
に
お
け
る
公

衆
衛
生
推
進
委
員
会
の
役

割
」
と
題
し
て
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
課
中
津
課
長
か

ら
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
始
ま
り
と
制
度
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
た
後
、
3

つ
の
学
区
公
衛
協
の
う
ま

く
い
っ
て
な
い
・
進
み
つ
つ

あ
る
・
う
ま
く
い
っ
て
い

る
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
理
事
か
ら

は
、
事
例
や
対
策
の
引
き

出
し
を
増
や
す
こ
と
、
他

団
体
と
の
上
手
な
連
携
模

索
が
必
要
、
活
動
を
と
お

し
て
委
員
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
な
ど
の
感

想
が
発
表
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
の
公
衛
協
活
動
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
組
織
と
の
協
働
、

推
進
委
員
の
意
識
づ
く
り

は
多
く
の
公
衛
協
で
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
公

衛
協
が
地
域
の
環
境
と
健

康
を
ま
も
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
翼
を
担
い
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
組
織
で
あ
る
よ

う
こ
の
よ
う
な
研
修
会
や

交
流
会
が
活
発
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
願
い
ま
す
。

　　

協
会
創
立
60
周
年
の
感

謝
事
業
で
は
、
各
市
町
公

衛
協
が
実
践
活
動
で
使
う

備
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
府

中
市
公
衆
衛
生
推
進
委
員

会
連
合
会
（
以
下
、
府
中

市
公
衛
連
）
の
活
用
事
例

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

府
中
市
公
衛
連
に
は
、

『
友
・
遊 
ボ
ウ
リ
ン
グ 

セ
ッ

ト
』
を
届
け
ま
し
た
。
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

ボ
ー
ル
を
投
げ
、
倒
れ
た

ピ
ン
の
数
を
競
う
ボ
ウ
リ

ン
グ
の
ル
ー
ル
を
利
用
し

た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー

ル
で
す
。
ね
ら
う
・
力
を

調
整
す
る
と
い
う
動
作
が

伴
う
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
機
能
の
確
認
な
ど
で

活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

10
月
13
日
・
14
日
、
府

中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
市

民
健
康
＆
福
祉
ま
つ
り

2
0
1
8
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
で
31
回

目
を
迎
え
る
こ
の
事
業
は
、

府
中
市
、
府
中
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
府
中
市
公
衛

連
が
主
催
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

府
中
市
公
衛
連
で
は
、

軽
運
動
コ
ー
ナ
ー
を
出
展

し
、
こ
の
度
の
寄
贈
品
の

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
と
「
健
康

豆
と
り
」「
ス
カ
ッ
と
ボ
ー

ル
」「
ナ
ン
バ
ー
ス
ト
ラ
イ

ク
」
の
体
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
要
求
さ
れ
る
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
4
種
類
を
準
備

し
、
体
験
し
た
ゲ
ー
ム
を

得
点
化
し
て
運
動
習
慣
の

呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
『
友
・
遊 

ボ
ウ
リ
ン
グ
』

は
、
5
0
0
人
以
上
が
体

験
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
ボ
ー
ル
の
重
さ
と

距
離
を
考
え
な
が
ら
投
げ

る
の
が
難
し
か
っ
た
」「
力

が
入
り
す
ぎ
コ
ー
ス
ア
ウ

ト
し
て
し
ま
っ
た
」
な
ど

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し

た
推
進
委
員
は
、
バ
ー
を

引
く
こ
と
で
簡
単
に
ピ
ン

が
起
き
上
が
り
ス
ム
ー
ズ

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
と

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
他
、
会
場
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
か
ら
市
民
に
対

し
、
健
康
と
福
祉
に
つ
い

て
情
報
発
信
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

運
動
の
習
慣
化
を
ね
ら

い
に
自
身
の
運
動
機
能
を

再
確
認
す
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

は
老
若
男
女
問
わ
ず
参
加

者
に
大
好
評
で
し
た
。
継

続
し
て
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
）

研
修
の
目
的
を
説
明
す
る
園
尾
会
長
（
上
）、
学

区
の
活
動
事
例
を
発
表
す
る
大
和
委
員
（
下
）

⑨ 環境調査課

環保協環保協

環境生活環境生活
　センター　センター

の環保協

環境生活
　センター

の
　私たちがいつも使用して
いる蛇口の水は、どのように
届けられているのでしょう
か。
　浄水場でつくられた水は、
水道管から直接蛇口に送ら
れる場合と、一旦、受水槽と呼ばれる貯水
槽(タンク)に貯められ、ポンプで各家庭
の蛇口まで送られる場合の２通りありま
す。
　水道水
を貯めて
いる受水
槽 の う
ち、有効
容 量 が
10m3を
超える施設を簡
易専用水道とい
い、直接届けるこ
とのできない高
層のマンション
やビル、多くの人
が利用する学校
や店舗等、多くの
施設に設置され
ています。
　簡易専用水道
は、水道法で1年
に一回、貯水槽
の清掃と厚生労働省の登録検査機関に
よる法定検査を受けることが定められて
います。この法定検査を簡易専用水道検
査といいます。当会は、登録検査機関とし

て簡易専用水道検査を実施
しています。
　検査は、衛生上問題なく管
理されているかどうかを第３
者の目で厳しく見ることが求
められています。水槽内部に

異常な浮遊物質が侵入していないか、ま
たは貯水槽本体に生じた亀裂によって雨
水等が浸入していないか等、多くの項目

をチェッ
ク し ま
す。また、
水質汚染
の原因に
なるもの
を探るだ
けではな

く、貯水槽の劣
化具合等も確認
し、維持管理に
役立てていただ
けるよう助言を
行っています。
　私たち簡易専
用水道の検査員
は、水は人が生
活していく上で
とても重要なラ
イフラインであ
ることを常に考

え、安心で安全な水が受水槽から各蛇口
まで届けられるよう、検査に取り組んで
います。

　　　　 （環境調査課）

簡易専用水道検査を行う検査員

毎年清掃や法定検査が必要毎年清掃や法定検査が必要毎年清掃や法定検査が必要

検査と維持管理を助言検査と維持管理を助言検査と維持管理を助言

運
動
機
能
を
確
認
す
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

運
動
機
能
を
確
認
す
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

運
動
機
能
を
確
認
す
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

運
動
の
習
慣
化
を
ね
ら
い
に

運
動
の
習
慣
化
を
ね
ら
い
に

運
動
の
習
慣
化
を
ね
ら
い
に

公
衛
協
の
役
割
を
再
認
識

公
衛
協
の
役
割
を
再
認
識

公
衛
協
の
役
割
を
再
認
識

協
働
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

協
働
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

協
働
で
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

「友・遊 ボウリング セッ
ト」を体験する参加者
（上）、バーを引くとピン
が起き上がる（下）

41

役
割
と
活
動
の
共
有

40

寄
贈
品
の
活
用
状
況

【福山市公衛協】

【府中市公衛連】
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当
協
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
歴
史
の
中
で
培
っ
た

専
門
知
識
や
情
報
、
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
を
カ
タ
チ
に
し

て
い
く
た
め
、
環
境
や
健

康
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
つ
物
品
の
販
売
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
弾
と
し
て
、「
誰
か

に
言
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い　

広
島
の
身
近
な
生
き

も
の
の
意
外
な
生
態
」
と

題
し
た
、
一
般
の
方
に
読
み

や
す
い
書
籍
を
作
成
し
ま

す
。

　

内
容
は
、
過
去
の
情
報

紙
「
環
境
と
健
康
」『
第

４
８
４
号
（
平
成
13
年
９

月
発
行
）
〜
第
5
６
２
号

（
平
成
24
年
2
月
発
行
）』

で
、
身
近
な
生
き
も
の
や

町
の
シ
ン
ボ
ル
、
外
来
種
、

田
ん
ぼ
や
海
の
生
き
物
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
リ
ー
ズ

記
事
「
意
外
な
野
外
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

書
籍
に
す
る
に
あ
た
り
、

生
き
も
の
好
き
の
方
や
、

子
ど
も
に
知
識
を
自
慢
し

た
い
大
人
を
主
な
対
象
と

し
て
掲
載
し
た
当
時
の
記

事
を
再
構
成
し
ま
し
た
。

　

総
ペ
ー
ジ
数
は
1
1
2

ペ
ー
ジ
で
、
四
六
版
（
Ｂ

６
版
よ
り
や
や
大
き
い
）

の
2
色
刷
り
と
な
っ
て
お

り
、
各
ペ
ー
ジ
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

読
み
取
る
と
、
紹
介
し
て

い
る
生
き
物
の
画
像
や
動

画
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

価
格
は
千
円
程
度
で
、

11
月
下
旬
に
は
、
県
内
の

書
店
で
購
入
で
き
る
予
定

で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。（

事
業
連
携
室
）

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の

災
害
で
は
、
広
島
県
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
甚
大
な

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

多
く
の
水
道
施
設
が
被
害

を
受
け
、
広
範
囲
に
わ
た

り
断
水
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

当
会
は
、広
島
県
と
「
災

害
時
の
遊
休
井
戸
等
共
助

利
用
に
係
る
水
質
検
査
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ

き
、
県
の
依
頼
を
受
け
災

害
直
後
か
ら
、
市
町
の
共

助
用
井
戸
水
４
９
１
件
の

検
査
を
無
償
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

水
道
法
で
は
、
飲
料
水

と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

51
項
目
の
水
質
基
準
項
目

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
今
回
の
井
戸
水

検
査
で
は
、
災
害
時
の
緊

急
対
応
と
し
て
、
井
戸
水

の
定
期
的
な
検
査
項
目
の

う
ち
ど
う
し
て
も
実
施
す

べ
き
項
目
と
さ
れ
て
い
る
、

一
般
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

を
含
む
11
項
目
の
検
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
で
、
一
般
細

菌
や
大
腸
菌
が
基
準
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
は
、

煮
沸
し
て
飲
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
項
目
が
適
合

し
て
い
な
い
場
合
は
、
煮

沸
し
て
も
飲
用
に
は
適
し

ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
適
合
し
な
い

項
目
に
よ
っ
て
は
、
生
活

用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ト
イ
レ
の
水
を

流
す
、
土
砂
な
ど
で
汚
れ

た
部
分
を
流
す
な
ど
の
利

用
が
可
能
で
す
。

　

今
回
の
井
戸
水
検
査
で

は
、
濁
り
や
臭
気
が
あ
る

た
め
に
飲
用
と
し
て
は
利

用
出
来
な
い
割
合
が
６
割

を
超
え
て
い
ま
し
た
。
こ

の
一
因
と
し
て
は
、
普
段
利

用
し
て
い
な
い
井
戸
水
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

井
戸
水
は
、
普
段
か
ら

使
用
す
る
こ
と

で
、
本
来
の
水
質

を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
使

わ
な
い
状
態
が
長

い
と
、
水
が
滞
っ
て
利
用

に
適
さ
な
い
状
況
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の

で
す
。
日
常
的
に
散
水
な

ど
に
使
用
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

起
き
て
ほ
し
く
な
い
災

害
で
す
が
、
発
生
を
想
定

し
た
日
頃
か
ら
の
備
え
が

大
切
で
す
。
そ
の
中
に
井

戸
水
の
有
効
利
用
を
検
討

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

（
水
道
事
業
課
）

HelloHello
クリニッククリニック

ハローハロー

Hello
クリニック

ハロー

⑱ 巡回検診システム

短時間で正確な検査へ短時間で正確な検査へ短時間で正確な検査へ
ＩＣカードを利用したシステムを導入ＩＣカードを利用したシステムを導入ＩＣカードを利用したシステムを導入

　みなさんは街中でレントゲン車など
の健診車両を見かけたことがあります
か。健康クリニックでは協会施設での
人間ドックや健康診断だけでなく、健
診車両で事業所等に出向く巡回健診も
実施しています。
　健康診断を受診される方は、健診機
関に何を期待しているのでしょうか。親
切丁寧な対応や正確な検査はもちろ
ん、検査の待ち時間が短く、正確な検
査結果をできるだけ早くご提供できる
ことが、もっとも重要で不可欠なこと
だと私たちは考えます。そこで、健診
の精度向上を目指して、巡回健診にＩＣ
カードを利用した健康診断（カード健
診）のシステムを導入しました。

　カード健診では、まず受付スタッフ
が受診される方の個人情報や検査項目
などをＩＣカードに登録します。そのＩＣ
カードを持って検査を受診していただく
と、検査データは検査機器から直接ＩＣ
カードに登録されます。すべての検査
データが登録されたことをデータ回収
スタッフが確認して健診は終了となりま
す。
　以前は健診スタッフが紙の受診票に
検査データ等を記入してチェックしてい
ましたが、ＩＣカードを利用することでデ
ータが直接登録され、転記作業が不要
となり、健診の終了確認もスムーズに
おこなうことができるようになりました。
カード健診は健診スタッフのストレス軽

減にもつながっています。カード
に記録された個人情報は暗号化
されており、万が一カードの紛
失があっても漏えいのおそれは
ありません。
　カード健診の実施を拡大し、
正確な健診結果をより早くお届
けすることで、皆さまの健康づ
くりのお役に立てるようこれから
も努力してまいります。

(健康科学センター巡回健診課）

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害

に
お
い
て
、
当
協
会
の
関
係
す
る
全

国
の
Ｊ
‐
サ
ー
キ
ッ
ト
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ス
タ
ジ
オ
）
の
有
志
の
方
々
、（
一
財
）

宮
城
県
予
防
医
学
協
会
、
㈱
産
労
総

合
研
究
所
を
は
じ
め
と
し
、
多
く
の

お
見
舞
い
を
受
贈
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
紙
面
を
借
り
て
、
皆
さ
ま
の
お

心
遣
い
に

感
謝
し
、

厚
く
お
礼

申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
お

見
舞
金
は
、
今
後
、
公
衛

協
活
動
を
通
じ
て
災
害
支

援
に
役
立
て
て
ま
い
り
ま

す
。

Ｊ
‐
サ
ー
キ
ッ
ト
㈱ 

Ｊ
．
ア
ラ
イ
代
表
取
締
役
（
右
）
よ
り
、

佐
藤
理
事
長
が
お
見
舞
金
を
受
贈
し
ま
し
た
。

身長体重計に接続されたタブレットとＩＣカードと読取装置

多
く
の
試
料
の
前
処

理
を
す
る
職
員（
上
）

／
専
用
の
機
器
に
よ

り
分
析
を
実
施（
左
）

共
助
用
井
戸
水
の
約
５
０
０
件
を
検
査

生
き
も
の
好
き
へ
の
書
籍
を
作
成

専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
カ
タ
チ
に

普
段
利
用
に
よ
る
備
え
が
大
切

連
載
記
事
で
取
り
上
げ
た
こ

と
の
あ
る
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
（
右

上
）、
ミ
ツ
バ
チ
（
左
上
）、

赤
と
ん
ぼ
（
下
）

災害見舞金を受贈
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　環境･健康募金は、昭和35(1960)年
から実施し、平成30年度で59回目を迎
えました。集まった募金は、募金委員会に
よって適正に配分され、各市町公衛協の
活動資金として地域社会に役立てられて
います。

『環境・健康募金』

 環境･健康募金
　 総額（円）

44,914,653

市町名 募金額（円）対前年実績比（％）
府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町
江 田 島 市
竹 原 市
大 崎 上 島 町
大 竹 市
廿 日 市 市
廿日市市大野
廿日市市佐伯
廿日市市吉和
廿日市市宮島
安 芸 太 田 町

1,265,960

1,990,000

1,429,288

0

1,795,050

0

0

2,434,316

2,986,439

2,560,002

0

42,300

189,400

712,400

75.9

82.4

99.1

0.0

98.1

0.0

0.0

96.5

87.9

102.2

0.0

74.6

98.1

96.5

市町名 募金額（円）

合 計 44,914,653 79.4

平成30年度
　地区衛生組織活動資金募集

通称

北 広 島 町
安芸高田市
東 広 島 市
三 原 市
世 羅 町
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
神石高原町
三 次 市
庄 原 市
呉 市
そ の 他

823,200

555,300

4,153,495

1,298,456

417,300

3,458,550

8,391,882

1,078,360

0

1,945,953

0

7,325,691

61,311

75.9

26.9

97.3

77.2

48.6

77.7

96.6

98.9

0.0

81.4

0.0

96.5

89.6

※この表は、平成30年9月末までに
市町公衛協事務局から募金委員会
に振込みのあった実績額を示してい
ます。 

ちゃんコケン 坊ーエコ や

対前年実績比
（％）

　

公
衛
協
活
動
へ
の
「
理

解
・
積
極
的
な
参
画
」
を

促
す
た
め
P
R
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
紙
媒
体
の
広
報

は
も
ち
ろ
ん
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
）

を
使
っ
た
広
報
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
受
講
し
た

公
衛
協
や
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
で
は
、

公
衛
協
だ
よ
り
や
会
誌
な

ど
の
定
期
的
な
活
動
報
告

を
発
行
す
る
際
、
よ
り
見

や
す
い
チ
ラ
シ
作
成
に
つ

な
が
る
な
ど
、
う
れ
し
い

成
果
の
報
告
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

広
報
力
強
化
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
。

　

詳
細
・
申
し
込
み
は
市

町
の
公
衛
協
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
い

ず
れ
も
定
員
30
人
（
1
団

体
3
人
ま
で
）、
参
加
費

無
料
。
公
衛
協
か
ら
申
し

込
み
の
場
合
は
、
こ
ち
ら

で
旅
費
を
負
担
し
ま
す
。

　

う
ち
エ
コ
診
断
士
は
、

環
境
省
認
定
の
公
的
資
格

で
、
地
球
温
暖
化
問
題
、

省
エ
ネ
機
器
、
家
庭
の
省

エ
ネ
対
策
の
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
で
す
。
環
境
省

の
「
う
ち
エ
コ
診
断
ソ
フ

ト
」
を
活
用
し
、
各
家
庭

の
光
熱
費
や
C
O2
排
出
量

を
「
見
え
る
化
」
し
、
各

家
庭
の
住
ま
い
方
に
合
わ

せ
た
適
切
な
提
案
を
行
い

ま
す
。

　

広
島
県
で
は
、
広
島
県

地
球
温
暖
化
防
止
地
域
計

画
の
達
成
に
向
け
、
平
成

29
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

に
か
け
て
、
う
ち
エ
コ
診

断
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
、
当
会
は
、
う
ち
エ

コ
診
断
資
格
試
験
の
受
験

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
新
た
に
5

人
の
う
ち
エ
コ
診
断
士
が

誕
生
し
、
広
島
県
の
う
ち

エ
コ
診
断
実
施
機
関
に
登

録
し
て
い
る
う
ち
エ
コ
診

断
士
は
17
人
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
う
ち
エ
コ
診

断
を
受
診
し
よ
う
と
思
わ

れ
た
と
き
の
流
れ
を
紹
介

し
ま
す
。

①
専
用
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
当
会
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
ご
家
庭
の
家
族
構
成
や

光
熱
費
な
ど
の
情
報
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
う
ち
エ
コ
診
断
士
に
よ

る
対
面
の
診
断
を
行
い
ま

す
。

④
診
断
結
果
に
沿
っ
て
ご

家
庭
に
合
っ
た
対
策
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤
3
カ
月
後
、
家
庭
で
取

り
組
ん
だ
対
策
に
チ
ェ
ッ
ク

を
つ
け
て
、
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

11
月
以
降
、
う
ち
エ
コ

診
断
を
実
施
す
る
予
定
が

決
ま
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
は

左
表
で
す
。
ご
家
庭
の
省

エ
ネ
に
関
心
の
あ
る
方
は

受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

募金の使途（公衛協配分金）
環境づくり
・ごみの減量化と分別排出の徹底・リサイクル活動の推進
・道路、河川など生活空間の美化活動
・脱温暖化に向けたライフスタイルの推進
・みちクリーン・散乱ごみの追放運動
・脱温暖化普及啓発活動 水辺教室

（北広島町公衆衛生推進協議会）
脱温暖化出前学習

（福山市樹徳学区公衆衛生推進委員会）

　公衆衛生会館の
　　　耐震工事が完成

　

昨
年
の
12
月
か
ら
工

事
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
当
会
の
本
館
（
公
衆

衛
生
会
館
）
の
耐
震
工

事
が
完
了
し
、
１０
月
１５

日
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し

た
（
上
写
真
）。

　

当
日
は
、
佐
藤
理
事

長
を
は
じ
め
、
施
エ
に

あ
た
っ
た
大
林
組
の
秀

高
広
島
支
店
長
、
大
旗

連
合
建
設
設
計
の
大
旗

代
表
取
締
役
と
と
も
に

セ
レ
モ
ニ
ー
（
右
写
真
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
中
は
、
来
館
の

度
に
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し

た
が
、
新
し
く

な
っ
た
会
館
を

こ
れ
か
ら
も
ご

愛
顧
く
だ
さ

い
。

広
報
・
ツ
ー
ル
づ
く
り
コ
ー
ス　

参
加
者
募
集

開催日時：平成30年11月16日（金）　１0：3０～15：00（閉会式）
開催場所：東広島市黒瀬生涯学習センター
　　　　　　　　（東広島市黒瀬町菅田10　℡：0823-82-1100）
■大会式典（表彰式・大会宣言）
■環境と健康のポスター・標語コンクール優秀作品表彰・講評
■講演１　「生き生き上手で健幸華齢（仮題）」
　　　　　筑波大学名誉教授　田中喜代次 先生
■講演2　「元気でおるにゃ、ど～すりゃえんかいの？！」
　　　　　Ｊ－サーキット株式会社代表取締役　Ｊ．アライ 先生
■1万人のエコチェック事業結果発表・おたのしみ抽選会

第５９回広島県公衆衛生大会
 ～健やかな暮らしをつくる人々の集い～
第５９回広島県公衆衛生大会
 ～健やかな暮らしをつくる人々の集い～
第５９回広島県公衆衛生大会
 ～健やかな暮らしをつくる人々の集い～

①チラシや団体通信
　（だより）作成編【西部会場】
　開催日時：Ｈ30.12.3（月）
　　　　　10:30 ～ 16:00
　開催場所：公衆衛生会館
　　（広島市中区広瀬北町 9-1）

②チラシや団体通信
　（だより）作成編【東部会場】
　開催日時：Ｈ30.12.10(月）
　　　　　10:30 ～ 16:00　
　開催場所：東部支所
　　（福山市山手町 5-32-26）

③Face book 記者
　　　養成編【広島会場のみ】
　開催日時：Ｈ31.2.10（日）
　　　　　10:30 ～ 15:30
　開催場所：公衆衛生会館
　　（広島市中区広瀬北町 9-1）

「
公
衛
協
だ
よ
り
」の
発
行
へ

広
島
県
内
の
診
断
士
が
１７
人
に

う
ち
エ
コ
診
断
の
受
診
者
増
加
へ

うちエコ診断実施（予定）
11/10　庄原市リサイクルフェスタ
11/10　見て！来て！クールチョイス（三原市）
11/11　コイ・こいフェスティバル・イン・おおたけ
11/11　人・まち・ふくしマルシェ2018（福山市）
11/17　イオンモール広島府中エコイベント
11/18　　同上
11/18　フェスティバル江田島2018
11/25　ときめきフェスティバル（廿日市市大野町）
１月予定　よがんすの祭り（竹原市）
２月予定　福山市リサイクルフェスタ
２月予定　緑の仲間フェスタ（府中町）
３/17　　脱温暖化プロジェクトせらイベント


